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あると はたし かに 思われる ものである。 これ は 口べ— 

ル • デスノ という 人の 原詩 を 脚色した もの だそう であ 

るから、 原詩 をよ く 味わった 人に は あるいは いくらか 

おもしろい かもしれ ない が、 われわれに はそんな 知ら 

ない 原詩の ある 事が かえ つ て 鑑賞の 邪魔に な つてい る 

わけで ある。 これで 思い出す の は、 いっか ゥ— ファの 

教育 映画で 本物の 生きた 「ひとで」 のき わめて 鮮明な 

大写し を 見た、 その 「科学的な ひとで」 の ほうに かえ つ 

て はるかに 美しく 真実な 詩が あった。 マン. レイの 「ひ 

とで」 の 中に も 少しば かりこれ に 似た 実写が 插入さ 

れ ている が、 前者と は 比較に ならぬ ほど 美しから ぬ も 



「パリ I ベルリン」 

これに 反して 「パリ I ベルリン」 と 名 づける ナン セ 

ンス 映画 は 近 ごろ 見た うちで 比較的 おもしろい 愉快な 

ものであった。 もちろん、 話の 筋 や 役者の 芸 など は 初 

めから 問題に はならない。 おもしろ いのは 主として 編 

集の 技巧から 来る 呼吸のお もしろ さで あると 思う。 た 

とえば 拍手して いる 多数の 手が スクリ —ンの 上に 対角 

線 状に 並んで 映る。 それ 自身と して はく だらない もの 

である。 これが 插 入の 呼吸で 実に 不思議な おもしろ 

いものに 見える ので ある。 それからもう 一 つのお もし 



ろみの 原因 は 登場す る キャストの 選定に よ つ て 現わさ 

れた 人間の 定型の 真実 さ にある。 たと えば 友 だ ちの 名 

を かたって パリへ 出かける いたずら 者が、 自分の 引き 

むくどり 

立て 役に 純 ドイツ 型の 椋鳥 を 連れて行く、 その 椋鳥の 

タイプと か、 パリ 遊覧 自動車の 運転手と か 案内 者と か、 

べデ 力と 〔# 「べデ 力と」 は 底本で は 「ぺデ 力と 匕 首つ 引 

きで、 シャンゼリゼ ー を シャン セ ライ ズ と 発音す る 英 

国 老人と かいうの がそれ である。 オベリスク や エツ 

フ ェ ル 塔が 空中で とんぼ 返り をしたり する 滑稽で も、 

要領が よいので くすぐりに 落ちず して 自然に 人の あご 

を 解く ような ところが ある。 



「制服の 処女」 とこの 映画と を 比べても 実によ くドィ 

ッ 人の 映画と フランス 人の 映画との 対照が わかる よう 

な 気がする ので ある。 映画 人と しても ドイツ人 はや は 

り 「あたまが 悪く」 て、 その 結果と して 物事 を 理屈で 

押して 行く。 フランス 人 は 理屈 を 詰めて 行く の を めん 

どうく さがって 「かん」 の 翼で 飛んで 行く ので ある。 

「パ リ祭」 

このような 感じ を い つ そう 深く する もの はルネ • ク 

レ ー ル 最近の 作品 「七月 十四日」 (パリ 祭 I この 訳名 は 



悪い) である。 この 映画 も 言わば ナンセンス 映画で、 

スト— リ— として は 実に たわいない ものである。 しか 

し、 アメリカ人の ナンセンスと は 全く 別の 種類に 属す 

さるみ の 

る ナンセンス 芸術で ある。 「猿 蓑」 や 「炭俵」 が ナン セ 

ンス であり、 セ ザンヌ ゃルノ アルの 絵が ナンセンスで 

あり、 ドビ ュ シ— や ラベ ー ルの 音楽が ナンセンス であ 

ると 同じような 意味に おいて 立派な ナンセンス 芸術で 

あるよう に 思われる。 

場面から 場面への 推移の 「うつり」 「におい」 「ひび 

き」 に は、 少しも わざとら しさの ない、 すっきり とし 

て 気の きいた 妙味が ある。 これ は 俳諧の 場合と 同様、 



要するに 「かん」 だけの 問題で ある。 

ナンセンスの 中に のみほん とうの 真実が 存 するとい 

う 人が ある。 この ナンセンス 映画の 中に も パリ 人と い 

う ものの 真実な 描写が 多少の 誇張の 衣 を 着て 現われて 

いるであろう。 監督に よって 選ばれた いろいろの r タ 

ィプ」 によって、 それが 表現され ている ので ある。 門 

番 のおば さんでも、 気の 変な 老 紳士で も、 メ— ゾン • 

レオンの 亭主で も、 悪漢と その 手下で も、 また 町の ォ— 

ケス トラで も、 やっぱり 縦から 見ても 横から 見ても パ 

リの 場末の それらの タイプで ある。 

レオンの 店 を だされた アンナが 町の 花屋の 屋台の 花 



した ままの 位置で 人け のない 町の まん 中に、 降りしき 

る i 雨に ぬれてい る。 あの 光景に は 実に 言 葉 で 言 え な 

い 多くの 内容が ある。 これ も その 前の 弥次の けんかと 

見物の 群集と がなかったら、 おそらく なんの 意味 もな 

いただの 写真と しか 見えない であろう。 やはり フラン 

ス 人に は 俳諧が ある。 

一 編の 最後に 光の 消えた スクリ —ンの 暗やみの 中 か 

ら 響く、 甘い 美しい 音楽 は、 なんとなく 「新 内の 流し」 

とで もい つたよう な、 パリの 場末の 宵 やみ を 思わせる 

ものである。 作曲者 はちが うそうで あるのに 「パリの 

屋根の 下」 の 歌の メロ ディ ー とど こか 似た メロ ディ ー 



うな 愉快な 感じ は 起こらない。 人間 も 動物 も 同じ もの 

に 見えて くる こと も 自分に は あまり 愉快で ない。 

動物の ように 戯れ、 動物の ように 子供 を 生む だけの 

事なら ば 人生 は 謳歌すべき ものと は 自分に は 思われな 

ヽ 

レ 

作者 は ロシア 人で も 映画 は 純粋な ドイツ 映画で ある。 

ロシア 映画に はもう 少し のんびりした 愉快な 所 も ある 

し つよう 

はずで ある。 一応 わかった 事 を どこまでも 執拗に だめ 

を 押して 行く のが ドイツ 魂であって、 そのお かげで 精 

密 科学が 発達す るので あろう。 

この種 類 の 映画が y J の 方向に 進歩した らおし まいに 



(昭和 八 年 三月、 帝国 大学 新聞) 
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